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3.	 広帯域特性

　発光領域の多重化が波長帯域と出力特性に与える効果を
明らかにするため，Fig. 2のdevice.Aおよびdevice.Bの素
子を作製した。評価は，Fig. 1と同様に素子を0 ～ 400mA
にて駆動させ，最大出力値における発光波長幅を測定する
ことで行なった。各素子の発光スペクトルをFig. 4に示す。
素子長が同じ場合（1.5mm），device.AはFig. 1で示した特
性と比較して波長帯域で1.4倍，出力で1.65倍の値が得ら
れた。また，device.B（素子長1.0mm×3領域）では，素
子長1.0mmと比較して出力は1mW程度と変わらないもの
の，波長帯域が1.9倍の155nmを得ることができた。
　この結果をFig. 1と比較した図をFig. 5に示す。この
図から，発光部が1つである素子では得られなかった「波
長帯域と出力特性のトレードオフ」を超えた特性が，発
光部の多重化により得られていることがわかる。

Fig. 4   Spontaneous emission spectra.

Fig. 5	 Output power versus spectrum widths for devices with 
multi-emission areas. 

4.	 波長可変特性

　光センシング用広帯域光源には，これまで述べてきた
「広帯域な波長の光を一度に放射する光源」とは別に，
「レーザ光の波長を広帯域に変化できる波長可変光源」
が用いられることも多い。そこで，われわれはdevice.A
構造素子を用いて波長可変光源の試作を行なった。
　波長可変の方式にはFig. 6に示すリングレーザ型外部
共振器構造を採用した。その動作原理は次の通りである。
光半導体素子から放出された広帯域な光は，波長フィル
タによって特定の波長光だけが透過し，リングを周回す
ることで再び光半導体素子へと戻される。戻ってきた光
は光半導体素子により増幅され，再びリングレーザ内を
周回する。これを繰り返し，共振器内の損失と光半導体
素子の利得がつりあった時点でレーザ発振が生じる。

Fig. 6   Configuration of the wavelength swept laser.

　このレーザ光は光カプラにより取り出すことができ
る。そして，波長フィルタの透過波長を変えることでレー
ザ光の波長を変えることができる。
　リングレーザを構成している各部品は光ファイバによ
り接続し，振動や環境変化が、レーザ特性に与える影響
を少なくしている。光半導体素子もPhoto 1に示すよう
に素子と光ファイバとを一体化させたパッケージング化
をすることで，素子と光ファイバとの光路を安定化させ
ている（Photo1-（b））。
　Fig. 7に波長可変特性を示す。波長フィルタには手動

Fig. 7   Laser spectra at different wavelengths.
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にて透過波長が変えられる誘電体多層膜フィルタを用
い，素子の駆動条件は25℃，400mAとした。1mW出力
以上を可変幅とした場合で，110nm，10mW出力以上を
可変幅とした場合でも90nmの可変幅が得られた。また，
ファブリペロー型波長フィルタを用いて高速波長可変特
性の評価を行ない，スキャン速度2kHzにおいても，ほ
ぼ手動による波長可変時と同様の出力および波長可変特
性を得ることを確認した。

5.	 波長可変特性

　スーパールミネッセントダイオードは,半導体レーザ
と比較して駆動電流値が高く，また，発振を伴わないた
め電力-光変換効率が低い。そのため,寿命性能は半導体
レーザよりも劣るとされている。また，今回作製した波
長1.0 ～ 1.1µm帯で発光するInGaAs活性層は格子不整
合による歪みを内在しており，その点からも寿命性能が
危惧される。
　そこで，まず，今回作製したdevice.A素子の劣化モー
ド解析を行なった。Fig. 8は，素子を30mW，25℃，
APC（出力一定）駆動にて動作させた時の電流-光出力
特性の経時変化を示したものである。この図から，経時
とともに最大光出力値が低下し，駆動出力と一致したと
きに素子が故障することがわかる。この結果は，本素子
の劣化要因が，同波長帯の半導体レーザにみられる端面
破壊による急速劣化ではなく，素子内部での緩慢劣化で
あることを示している。

Fig. 8	 Light output versus current characteristics of SLD devices 
with various aging times.

　この結果をもとに，素子構造の最適化を行なった素子
の寿命試験の結果をFig. 9に示す。駆動条件は30mW，
25℃，APC駆動である。現時点で4,500時間が経過して
いるが，駆動電流値が400mA程度と大きいにもかかわ
らず，大きな劣化もなく安定に動作している。

Fig. 9   Lifetime test results for 1050nm band SLD devices.

6.	 波長可変特性

　光センシング光源として波長1.0µm帯広帯域光半導体
素子を開発した。広帯域化と高出力化はトレードオフの
関係にあるが，新たな素子設計を導入することでトレー
ドオフを上回る性能を得ることができた。
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1.	 はじめに 

　近年，顔検出技術が急速に注目を集めている。デジ
タルカメラへの搭載が一般化し，携帯電話上のサービ
スなどでも利用されるようになって，技術やその効果
に対する一般の認知度が向上してきたためである。
　富士フイルムでは，これまで長く顔検出技術の研究
開発に取り組んできたが，昨今の急激な需要の高まり
を受け，さらに技術の適用範囲を広げ，新たな用途を
開拓する目的で，実験公開サイト「顔ラボ」を開設し，
自社の顔検出技術をインターネット上で公開した。
　本稿では，顔ラボにおいて技術を公開した具体的方
法から，システム内部で行なっている処理フロー，顔
検出技術をWebサービス化するにあたり工夫した点な
どについて解説する。また，技術公開の結果，どのよ
うな効果がもたらされたかについても述べる。

2.	 顔検出技術とは

　顔ラボの説明に先がけ，まずは顔検出技術の一般的
な説明と，富士フイルムの顔検出技術に関する特長を
簡単にまとめておく。
　顔検出技術とは，画像に含まれる人物の顔領域を自
動的に見つけ出す画像処理技術である。顔に関する画
像処理技術には，このほかに，顔の類似度から同じ人
物を識別する顔認識技術，笑顔など特定の表情を判別
する技術，顔から人物の年齢や性別を推定する技術な

ど，さまざま種類があるが，顔検出技術はこうした一
連の顔関連技術の根幹をなすベーシックな技術である。
　顔検出の一般的な手法は，矩形領域の明暗などを検
出する簡単な判別器をマシンラーニング（機械学習）
によって多数組み合せ，顔かどうかを判定するという
ものである（Fig. 1）。

Fig. 1   Concept image showing face detection technology.

　顔検出技術は1980年代頃より盛んに研究されてきた
が，2000年前後にAdaBoostによる機械学習とHaar-
Like特徴と呼ばれる矩形特徴を組み合わせた技術が一
般的になって以降，急速に実用化が進んだ。また，
2005年頃からデジタルカメラや携帯電話などの身近な
機器にも搭載され始め，現在は携帯電話やWebのサー
ビス，コンピュータゲームなど，エンターテイメント
用途にも広く用いられるようになった。

3.	 富士フイルムの顔検出技術

　富士フイルムは，1990年代のアナログミニラボの時
代から顔検出技術の研究開発に着手し，その後はデジタ
ル化も行なって長く技術の蓄積を続けてきた。2006年
からはデジタルカメラ「FinePix」にも顔検出技術を搭
載するなど，自社の製品を中心に技術を適用してきた。
　富士フイルムの顔検出技術の特長は，どのような条
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件の画像からも安定的に顔を検出できる「高いロバスト
性」ということができる。それは，富士フイルムが「写
真をいかにきれいに見せるか」という観点で，撮影条件
が不定な一般写真を対象に，長く顔検出の技術開発に取
り組んできた成果であるといえる。
　例えば，顔認証によるセキュリティシステムなど特定
用途向けの顔検出であれば，顔の大きさや向き，照明な
どの条件をかなり限定した画像のみを対象にすることが
できるが，一般写真ではこうした条件は千差万別である。
したがって，一般写真を対象に安定して顔を検出するた
めには，撮影条件に左右されない高いロバスト性が必要
になり，富士フイルムはそこにもっとも力を注いできた。
そのため，富士フイルムの顔検出技術は，顔の向き，傾
き，人数に制限なく顔を検出できる高い検出性能を実現
している。

4.	 顔検出技術実験公開サイト「顔ラボ」

　富士フイルムでは，昨今の顔検出技術に対する注目の
高まりに合わせ，技術をアピールし，新しい用途を開拓
する必要があると考えた。そこで，2008年1月15日に
顔検出技術の実験公開サイト「顔ラボ」（http://kaolabo.
com/）を開設し，自社の顔検出技術をWebサービス化
して公開した（Fig. 2）。

Fig. 2   Top page of “KAOLABO” website.

　顔ラボでは，Webブラウザから画像をアップロード
し，GUIで顔検出を操作できる「体験アプリ」と，Web
を介してプログラムから顔検出機能を利用できる「顔検
出WebAPI」という2つの形態で技術を公開している。

「動作する顔検出を誰でも体験できる」点が，顔ラボ最
大の特長である。

5.	 顔ラボのシステム構成

　顔ラボのシステム構成を見ながら，具体的な公開内容
について説明していく。
　顔ラボシステムの論理構成はFig. 3のようになってお
り，各構成要素の概要は以下の通りである。

Fig. 3   System structure of “KAOLABO”.

5.1　Webサイト
　顔ラボのWebサイト。システム上はすべてのWebア
クセスを受け付けるフロントエンドとしての役割を担
う。サイト上のWebページには顔検出の技術説明も掲
載している。

5.2　体験アプリ
　「体験アプリ」はAdobe Flash（以下，Flash）で実装
したWebアプリケーションであり，顔ラボのWebサイ
トに組み込んでいる。自分の画像をサーバにアップロー
ドし，手軽に顔検出を体験することができる。現在は，
以下の2種類の体験アプリを公開中である。

5.2.1　顔シークレット（Fig. 4）
　検出した顔にぼかし，目伏せ，スタンプ合成などの加
工を施すことができる。実用的な用途の代表例として作
成したアプリケーションである。

Fig. 4   Trial application 1. “Face Secret”.
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5.2.2　顔シャボン（Fig. 5）
　検出した顔を指定すると，少年が膨らませるシャボン玉
のなかに顔が現れるというゲームである。こちらはエン
ターテイメント系用途の代表例であり，「顔があること」
で演出効果が格段に増すことを訴求している。

Fig. 5   Trial application 2.“Face Bubble”.

5.3　顔検出WebAPI
　顔検出機能をWebサービスという形態にしてプログ
ラムから呼び出し可能にしたものである。サーバに対す
るリクエストとして画像を送信すると，顔を検出した結
果をレスポンスとして受け取ることができる。体験アプ
リ内部からもこのWebAPIを呼び出して顔検出を実行
しているため，顔ラボにおける技術公開の肝となる部分
である（詳細は次項で詳述）。

5.4　顔検出エンジン
　WebAPIの内部で顔検出を行なう実体であり，外部か
らは直接アクセスできない。なお，この顔検出エンジン
はWeb上での利用に合わせて最適化しているが，出自
はデジタルカメラFinePixに搭載しているものと同じで
ある。

6.	 顔検出WebAPI

　次に，顔ラボにおける顔検出技術公開の要である「顔
検出WebAPI」についてより詳しく解説する。
　顔検出WebAPIは，HTTPSプロトコルによる，いわ
ゆるREST形式のWebAPIである。リクエストURLに
パラメータを付けて実行すると，顔検出結果のデータを
XML形式で受け取ることができる。入力画像はJPEG
のみをサポートしている。
　なお，顔検出WebAPIの利用は登録制（無料）であ 
り，顔ラボのWebサイト上で事前にメールアドレスを
登録し，認証キーを取得しておく必要がある。

6.1　リクエスト
　顔検出のリクエストは，利便性を考慮し，2形態を用
意している。HTTPSのPOST，GETの各メソッドをサ
ポートする方法である。POST型は，画像データをリク
エストボディに積んで送信する方法である。これに対し
て，GET型はリクエストパラメータに画像のURLを指

定する方法である。これにより，Web上の画像リソー
スに対し顔検出を実行できる。このGET型を使えば，
プログラムを組まなくてもWebブラウザから顔検出
WebAPIを実行することができる。

　　　�https ://kaolabo .com/api/detect?apikey= 
[認証キー ]&url=[画像のURL]

　上記のようなリクエストURLをブラウザに入力する
と，Fig. 6のようなXMLが表示される。これが顔検出
WebAPIのレスポンスデータである。

Fig. 6   Response XML of face detection WebAPI.

6.2　レスポンス
　顔検出WebAPIは，レスポンスとして画像から検出
した各顔の顔情報をXML形式で返す。検出結果の顔情
報の具体的な内容は以下の通りである。（かっこ内は
XMLの要素，属性との対応）
　（1）顔の位置（face要素x, y属性）
　　　顔を含む矩形領域の左上の座標
　（2）�顔の幅（face要素width属性），高さ（face要素

height属性）
　　　顔を含む矩形領域の幅と高さ
　（3）目の座標（left-eye/right-eye要素）
　　　�左右の目の座標。左右の定義は，顔にとっての左

目，右目である（向かって左，右ではない）。
　（4）顔らしさ（face要素score属性）
　「顔らしさ」とは，顔である確からしさ，つまり，顔
検出エンジンが顔と判断した確度を示す数字である。顔
でない領域を誤って顔として検出してしまう誤検出を，
この値を目安にフィルタリングするなどの目的に利用で
きる。レスポンスのXMLデータに含まれるこれらの顔
情報を用いて，画像の顔領域の加工，切り抜き，合成な
どの処理を行なうことができる。
　なお，顔検出WebAPIの仕様の詳細については，顔
ラボサイトの該当ページ（http://kaolabo.com/webapi/
spec）を参照されたい。
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7.	 顔ラボにおける顔検出処理

　これまで，顔ラボでどのように顔検出技術を公開して
いるかを見てきたが，顔ラボシステムの内部ではどのよ
うに顔検出処理が行なわれるのだろうか。顔ラボにおけ
る顔検出処理の流れを，体験アプリでの操作を例に取り
解説したい。
　体験アプリで画像をアップロードし，顔検出を行なっ
た結果をアプリの画面上に表示するまでのフローはFig. 7
の通りである。以下，図に沿って処理の流れを説明する。

Fig. 7   Flow chart of face detection.

　（1）画像のアップロード
　　　�まずは，体験アプリ（Flash）のGUIから，画像

をサーバにアップロードする。この時，Flashの
内部では，選択した画像をPOST型で指定して顔
検出WebAPIを呼び出している。

　ここまでがクライアント側の処理，以降はサーバ側の
処理になる。
　（2）認証
　　　�顔ラボサーバは体験アプリの顔検出WebAPIリ

クエストを受け取り，処理を開始する。まずはリ
クエストパラメータに設定された認証キーによっ
て認証を行なう。

　（3）画像の取得
　　　�認証が正常に終われば，リクエストに指定された

画像データを取得する。体験アプリからの呼び出
しの場合，POSTメソッドのリクエストボディに
積まれたJPEG画像データを受信する。

　（4）画像のデコード/リサイズ
　　　�受け取った処理対象のJPEG画像をデコードする

と同時に，顔検出エンジンが精度を落とさず処理
できる最小の大きさに画像をリサイズしている。

これは処理高速化，省メモリ化の一環である。
　（5）顔検出の実行
　　　�デコードして得られたRGB RAWデータを顔検

出エンジンに入力し，顔検出処理を実行する。顔
検出エンジンは検出結果の顔情報を出力する。

　（6）検出結果の座標変換
　　　�顔検出を実行した画像データは事前にリサイズし

たものなので，出力結果の座標やサイズを元画像
に合わせるために座標変換を行なう。

　（7）画像の一時ファイル保存
　　　�アップロードした元画像は，Flashの体験アプリ

から参照するために一時的にサーバ上にファイル
保存する。

　（8）レスポンスの送信
　　　�座標変換済みの顔検出結果と，サーバに保存した

一時ファイルのURLをXML形式のデータに整形
し，WebAPIのレスポンスとして送信する。

　ここまでがサーバ側での顔検出処理であり，以降は再
びクライアント側に移る。
　（9）レスポンスの解析
　　　�体験アプリでは，顔検出WebAPIのレスポンス

XMLを受け取り，解析を行なって顔情報と一時
ファイルのURLを取得する。

 （10）画像のダウンロード
　　　�続いて，サーバに保存した一時ファイルのURL

にアクセスし，画像をダウンロードする。
 （11）顔検出結果の表示
　　　�Flash内でダウンロードした画像を読み込み，顔情

報を用いて顔の位置に枠線を描画し表示する。な
お，これらの処理はFlashがオンメモリで行なう。

　ここまでで，体験アプリでアップロードした画像に顔
検出を行ない，その結果をアプリの画面上に表示するこ
とができた。顔ラボシステムでは，このように顔検出処
理を実行しているのである。

8.	 Webサービス向けの最適化

　顔ラボで技術を公開するにあたっては，Web上での
使用に合わせて技術を最適化する必要があり，以下のよ
うなさまざまな工夫を行なっている。

8.1　顔検出エンジンのチューニング
　富士フイルムの顔検出エンジンには，検出する顔のサ
イズや画像の天地方向を予め固定するかどうかなど，数
多くのパラメータが設定できる。入力画像の特性に合わ
せ，適切にパラメータを調整することで，速度や精度を
目的に応じて変化させることができる。一般に速度と精
度はトレードオフの関係にあり，速度を得る方向でパラ
メータをチューニングすればその分，精度が犠牲になり，
逆に，精度を確保すれば速度が遅くなる傾向にある。そ
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のため，目的に合うように速度と精度のバランスをどの
ように取るかがエンジンのチューニングのポイントとな
る。顔ラボのケースでは，Web上で快適に動作させる
ため，まずは速度を優先する方針とした。画像の送受信
に，ネットワークによる速度上のボトルネックを想定す
る必要があるためだ。
　一方で，ユーザがどのような画像をアップロードする
かを特定できないため，入力画像の条件に合わせて精度
を確保するのがむずかしいという側面もあった。そこで，
入力画像のサンプルに比較的バリエーションを持たせ，
速度を優先しながらも，さまざまな条件の画像でも検出
精度の優位性を示せるギリギリのバランスを探りながら
顔検出エンジンのチューニングを行なった。
　また，アクセスが集中する状況も想定し，システムに
負荷をかけながらパフォーマンス計測を行なって，ある
程度のアクセス規模にも耐え得る性能を引き出した。
　このようにして，Web上においてもストレスなく動
作しつつ，かつ検出精度の高さを示せるように顔検出 
エンジンを最適化していった。

8.2　セキュリティ対策
　人の顔が含まれる画像データをWeb上でセキュアに
扱うため，以下のような対策を行なった。

8.2.1　認証制
　前述の通り，WebAPIの利用は事前登録制とし，登録
者には認証キーを発行した。この認証キーを用いて，リ
クエストごとに認証を行なうようにした。この仕組みに
よって，利用者を把握しつつ，利用状況に応じた運用の
コントロールを行なっている。

8.2.2　SSLによる通信の暗号化
　WebAPIでの通信全体をSSLにより暗号化した。これ
により，呼び出し側の利便性は若干損なわれるが，セキュ
リティの確保を優先した。

8.2.3　一時ファイルの自動削除
　体験アプリでは，ユーザがアップロードした画像を一
時ファイルとしてサーバに保存するが，この一時ファイ
ルは一定時間を経過すると自動的に削除し，ユーザの画
像を必要以上に持ち続けないよう配慮した。

9.	 技術公開の効果

　顔ラボでは，このような方法で顔検出技術をWeb上
に公開してきた。
　これにより，顔検出技術はWebサービスとして使用
できるようになったため，従来の機器組み込みや独立シ
ステムでの利用といった適用方法のみならず，さまざま
な実装形態で利用可能になり，技術の応用範囲が格段に
広がった。一般ユーザが独自のアイデアで顔検出
WebAPIを利用したマッシュアップを作ったのもその一
例である。顔ラボサイトでも，「みんなのアプリ紹介」ペー
ジ（http://kaolabo.com/webapi/mashup）で，ユーザ
から応募があったマッシュアップの一部を紹介している
ため，参照されたい。
　また，顔ラボに注目した企業から，顔検出技術を業務
用途で利用したいという打診が数多く寄せられたが，そ
の中には当社がこれまで想定していなかった業種・用途
も多く含まれており，技術の新しい用途を開拓すること
ができた。
　さらに，「動くものが試せる」場を作ったことで，広
く技術の性能を告知することができた。特に、サイト開
設当初には大きな注目を集め，メディアや個人ブログな
どで数多く取り上げられた。
　顔ラボでの技術公開により，こうした大きな効果を得
ることができた。

10.	おわりに

　顔ラボにおける顔検出技術の公開は，社内のコア技術
をWebサービス化し，先進のインターネット技術とし
て世に問うというチャレンジングな試みであったが，適
用範囲の拡大，新規用途の開拓，技術アピールといった
成果を得ることができた。
　富士フイルムでは，今後も同様の方法で，顔検出以外
の新しい技術を顔ラボで公開していくことを検討中であ
る。

（“Adobe Flash” は米Adobe Systems Inc.の登録商標で
す。また，“顔ラボ”，“FinePix” は富士フイルム（株）
の登録商標です。）
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サラシア属植物（Salasia reticulata, Saiasia oblonga）
の腸内環境への作用

植　田　文　教
池　田　賢　治
高　島　正　伸
木　村　修　武

日本栄養･食糧学会大会講演要旨集, 
62nd, 266 (2008)

新規スルホニウム系抗菌剤の特徴 平　山　満　朝 月刊ファインケミカル, 37 (10), 19-29 
(2008)

Changes in the Outer Shape, Inner Structure and 
Bone Mineral Density of the Tibia in Growing 
Japanese Quail, Coturnix japonica

AYUKAWA Eishi
NISHIMURA Kouichi＊

他

J Poult Sci, 44 (4), 426-432 (J-STAGE) 
(2007)

ゼオライトを用いたタンパク質のリフォールディング
（その1）

川　上　雅　之
柳　沼　仲　次
冨　樫　秀　彰＊

他 

ゼオライト研究発表会講演予稿集, 23rd, 
80 (2007) 

ゼオライトを用いたタンパク質のリフォールディング
（その2）

川　上　雅　之
柳　沼　仲　次
奈　良　貴　幸＊

他

ゼオライト研究発表会講演予稿集, 23rd, 
81 (2007)
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ゼオライトを用いたタンパク質のリフォールディング 川　上　雅　之
柳　沼　仲　次
角　田　達　朗＊

他

生化学, 抄録CD, 3P-1257 (2007)

ゼオライトを用いたリゾチームのリフォールディング 川　上　雅　之
柳　沼　仲　次
奈　良　貴　幸＊

他

生化学, 抄録CD, 3P-1258 (2007)

ゼオライトを用いた乳酸脱水素酵素のリフォール
ディング

川　上　雅　之
柳　沼　仲　次
冨　樫　秀　彰＊

他

生化学, 抄録CD, 3P-1259 (2007)

ゼオライトを用いたGFPのリフォールディング 川　上　雅　之
柳　沼　仲　次
関　川　千　里＊

他

生化学, 抄録CD, 3P-1260 (2007)

遺伝子傷害性肝発がん原物質のマウス肝臓におけ
る遺伝子発現解析

平　山　満　朝
多　田　隈英未＊

他

生化学, 抄録CD, 4P-1193 (2007)

Stopped Flow型SPRによるタンパク質フィッシング 池　田　森　人
都　築　博　彦
谷　口　寿　章＊

生化学, 抄録CD, 4P-1385 (2007)

Cre組換え酵素によるファージ提示抗体のオープン
サンドイッチELISA系への効率的変換

川　上　雅　之
小　嶋　美　樹＊

他

化学工学会年会研究発表講演要旨集, 
73rd, 366 (2008) 

ファージ提示scFvのオープンサンドイッチ法への
適合性評価

川　上　雅　之
小　嶋　美　樹＊

他

日本蛋白質科学会年会プログラム･要旨
集, 8th, 101 (2008)

持続可能な社会のために化学に何が求められてい
るか

森　内　成　典 第2回ST ／ GSCロードマップ討論会報
告書 平成19年, 58-59 (2007)

色材における基礎科学講座（第IV講）
−微粒子の基礎科学−
1.有機色素系ナノ結晶の作製から応用展開まで

宮　下　陽　介
笠　井　　　均＊

他

色材協会誌, 80 (10), 425-429, 409 (3) (2007)

プロセス強化の将来展望-地球環境課題（環境･エ
ネルギー課題）に立ち向かう−マイクロミキサーを
利用したナノ顔料製造プロセスの開発

長　澤　英　治
前　　　一　廣＊

化学工学, 72 (4), 198-201 (2008)

マイクロ化学プロセス技術によるナノ粒子新規合
成法

佐　藤　忠　久 FujiFilm Res & Dev, No.53, 21-26 (2008) 
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再沈法によるペリレンナノ粒子の形成機構 森　　　淳　一
宮　下　陽　介
笠　井　　　均＊

他

コロイドおよび界面化学討論会講演要
旨集, 60th, 107 (2007)

◎ Controlling fine particle formation processes using 
a concentric microreactor

Nagasawa H.
Tsujiuchi T.＊

他

AIChE J, 53 (1), 196-206 (2007)

◎ The formation of middle-phase microemulsions of 
polar oils

Nishimi T. Macromol Symp, 270 (1), 48-57 (2008)

◎ A new production process of organic pigment 
nanocrystals

Miyashita Y.
Baba K.＊

他

Mol Cryst Liq Cryst, 492, 268-274 (2008)

Stopped Flow型SPR測定における結合･解離速度
定数の解析

都　築　博　彦
大　塚　　　尚
来　馬　浩　二
小　倉　信　彦

日本分析化学会年会講演要旨集, 56th, 
196 (2007)

高感度フェムト秒過渡吸収装置の製作と有機ナノ
粒子への適用

横　山　　　裕
田　邊　　　守
宮　下　陽　介
笠　井　　　均＊

他

光化学討論会講演要旨集, 2007, 150 (2007)

実用材料におけるその場電子線ホログラフィー 仲　西　正　寿
佐々木　勝　寛＊

他

名 古 屋 大 学 電 子 光 学 研 究 の あ ゆ み, 
No.21, 23-28 (2007)

個別FePtナノ粒子の相変態の電子回折実験 仲　西　正　寿
佐々木　勝　寛＊

他

名 古 屋 大 学 電 子 光 学 研 究 の あ ゆ み, 
No.21, 48-49 (2007)

時間分解顕微分光法によるペリレンナノ粒子の発
光寿命測定

森　　　淳　一
宮　下　陽　介
笠　井　　　均＊

他

日本分光学会研究顕微分光部会シンポ
ジウムテキスト, 2007, 29 (2007) 

CsBr:Eu｀2+´蛍光体中の輝尽発光中心の状態･
構造解析

岡　本　裕　一
河　戸　孝　二
小宮山　　　孝
室　伏　雅　子
野　村　昌　治＊

他

応用物理学関係連合講演会講演予稿集, 
55 (1), 282 (2008)
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XAFS法によるFePtナノ粒子の構造解析 松　井　高　史
岡　本　裕　一
河　戸　孝　二
服　部　康　志
小　池　理　士
脇　　　幸　吉
野　村　昌　治＊

他

応用物理学関係連合講演会講演予稿集, 
55 (2), 799 (2008) 

キナクリドン蒸着膜中のキャリア輸送特性評価 原　　　佳　子
林　　　誠　之
鈴　木　秀　幸
河　戸　孝　二

応用物理学関係連合講演会講演予稿集, 
55 (3), 1285 (2008) 

時間依存密度汎関数法による最低励起一重項状態
トランススチルベンの振動解析

津　村　享　佑
古　屋　和　彦
坂　本　　　章＊

他

日本化学会講演予稿集, 88 (1), 35 (2008) 

4,4'-ビピリジニウムによる光ディスク用色素の光退
色防止機構

田　邊　　　守
横　山　　　裕
宮　下　陽　介

光化学討論会講演要旨集, 2008, 218 (2008)

ACF活性炭のナノスペースに吸着した金の原子化
の活性化パラメーターとトルエン吸着率

柳　川　博　輝
尾　崎　和　夫
今　井　昭　二＊

他

日本分析化学会年会講演要旨集, 57th, 
228 (2008)

◎ Effect of Pt substitution by Cu on structural and 
morphological changes in Fe-Pt nanoparticles 
during annealing as studied by In-situ transmission 
electron microscopy

Nakanishi M.
Furusawa G.
Waki K.
Hattori Y.
Kamino T.＊

他

Mater Trans, 48 (10), 2572-2579 (2007)

◎ Tip-enhanced Raman spectroscopy with atomic 
site-selective sensitivity

Watanabe H.
Hayazawa N.＊

他

Pacific Rim Conference on Lasers and 
Electro-Optics, CLEO - Technical 
Digest, art. no. 4391107 (2007)

◎ In - s i t u an a l y s i s o f pha s e and magne t i c 
transformation process in Fe-Pt nanoparticles

Nakanishi M.
Sasaki K.＊

他

Mater Sci Forum, 561-565 (PART 3), 
2111-2114 (2007)

◎ Direct evidence of GeO volatilization from GeO2/
Ge and impact of its suppression on GeO2/Ge 
metal-insulator-semiconductor characteristics

Nomura H.
Kita K.＊

他

Jpn J Appl Phys, Part 1, 47 (4 PART 2), 
2349-2353 (2008)

◎ Temperature-dependent growth and transient 
state of hydrogen-induced nanocavities in silicon

Muramatsu M.
Kinomura A.＊

他

J Appl Phys, 104 (3), art. no. 034301 
(2008)
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◎ Evaluation of plasma damage in ultra-low-k 
materials with cap film using “extracted k-value” 
method

Takahashi H.
Takimoto Y.＊

他

Microelectron Eng, 85 (10), 2107-2110 
(2008)

◎ Stable first-order particle-frame relativistic 
hydrodynamics for dissipative systems

Tsumura K.
Kunihiro T.＊

Phys Lett, B, 668 (5), 425-428 (2008)

◎ Theoretical analysis of the intermolecular 
interaction effects on the excitation energy of 
organic pigments: Solid state quinacridone

Fukunaga H.
Nii K.
Fedorov D.G.＊

他

J Phys Chem A, 112 (43), 10887-10894 
(2008)

◎ Vibrational analysis of trans-stilbene in the excited 
singlet state by time-dependent density functional 
theory: Calculations of the Raman, infrared, and 
fluorescence excitation spectra

Tsumura K.
Furuya K.
Sakamoto A.
Tasumi M.

J Raman Spectrosc, 39 (11), 1584-1591 
(2008)

◎ Analysis of surface and bulk polymerization of a 
thin film using a chemical derivatization technique 
and TOF-SIMS

Maekawa T.
Senga T.

Appl Surf Sci, 255 (4), 987-991 (2008)

AD法により作製したPZTセラミックスの評価II 三　好　　　哲 日本セラミックス協会年会講演予稿集, 
2008, 161 (2008)

光化学とフラットパネル･ディスプレイ材料 伊　藤　　　忠 光化学討論会講演要旨集, 2007, 481 (2007)

位相差フィルムとLCDへの応用-LCDの視野角補償
原理-

網　盛　一　郎 塑性と加工, 49 (566), 195-199 (2008)

表面フィルムによる液晶ディスプレイ（LCD）の
表示性能向上

安　田　庄　司 日本化学会講演予稿集, 88 (1), 60 (2008)

Alignment Structure Formed in Dimeric Liquid 
Crystal Molecules

NIORI Teruki
SASAKI Hitoshi＊

他

Ferroelectrics, 365, 170-177, 331-334 (2008)

液晶ディスプレイ用視野角拡大タックフィルム 伊　藤　　　忠 高 分 子 学 会 予 稿 集 (CD-ROM), 57 (1) 
Disk1, 1B18IL (2008)

複屈折･位相差材料の応用と展開 網　盛　一　郎 高分子夏季大学講演要旨集, 54th, 74-77 
(2008)

デ ィ ス プ レ イ − IDW'07を 中 心 に − Nematic 
Optically Compensated Birefringence（NCB）
Mode LCDの作製と評価

中　村　　　亮
森　　　裕　行
他

映像情報メディア学会誌, 62 (10), 1588-
1592 (2008)
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◎ Novel WV film for wide-viewing-angle TN-mode 
LCDs

Oikawa T.
Yasuda S.
Takeuchi K.
Sakai E.
Mori H.

J Soc Inf Disp, 15 (2), 133-137 (2007)

◎ Preparation and evaluation of nematic optically 
compensated birefringence mode LCD

Mori H.
Nakamura R.＊

他

IDW '07 - Proc 14th Int Disp Workshops, 
2, 425-428 (2007)

◎ Optical compensation films for LCDs Mori H. Pac i f i c R im Conf on Lasers and 
Electro-Optics, CLEO - Technical 
Digest, art. no. 4391163 (2007)

◎ Angle dependence of nematic liquid crystal 
dynamics with conical boundary condition

Okuno Y.
Fukunaga H.
Ichihashi M.
Toyoki H.＊

Jpn J Appl Phys, Part 1, 47 (6 PART 1), 
4643-4650 (2008)

FUJIFILM AstroPore新規超大型ミクロフィルター
カートリッジおよびハウジングの開発

杉　浦　清　仁
岡　田　英　孝
船　津　英　二
山　本　剛　司

FujiFilm Res & Dev, No.53, 43-47 (2008)

◎ Active membrane using electrostructure graft 
elastomer for deployable and lightweight mirrors

Hishinuma Y.
Yang E.H.＊

他

ASME Int Mech Eng Congr Expo, 
Proc, 10 PART A, 369-373 (2008)

AD法における内部気孔の発生メカニズム 三　好　　　哲 日本セラミックス協会年会講演予稿集, 
2008, 19 (2008)

クライオSEM法を用いた塗膜の乾燥途中における
構造観察技術の開発

塩　尻　一　尋
沖　　　和　宏

FujiFilm Res & Dev, No.53, 48-50 (2008)

逐次二軸延伸PETフィルムの高次構造形成に及ぼ
す延伸履歴依存性

中　居　真　一
青　木　里　紗＊

他

成形加工, 19th, 115-116 (2008)

高分子溶液多層流における液膜表面形状に対する
粘弾性特性の影響

中　村　直　貴
山　崎　英　数
横　山　敦　士＊

成形加工シンポジア, 2008, 69-70 (2008)

透明フィルムの超音波接合工程の最適化研究 園　田　泰　子
榊　　　英　則＊

他

品質工学研究発表大会論文集, 16th, 170-
173 (2008)

防水布製作工程の最適化研究 園　田　泰　子
楠　神　久　人＊

他

品質工学研究発表大会論文集, 16th, 358-
361 (2008)



138 印刷発表リスト

題　　　　　　　目 著　　者 報　　告　　誌

加法性確認における「推定値と実験値の違い」の調
査と解析（1）“技術力はありますか？品質工学は大
丈夫ですか？”

園　田　泰　子
森　　　輝　雄＊

他

品質工学研究発表大会論文集, 16th, 438-
441 (2008)

圧力測定フィルム「プレスケール」のコンバーティング
分野への適応

細　井　憲　行 コンバーテック, 36 (7), 93-96 (2008) 

◎ Composition and structure control of Cu-Al-O films 
prepared by reactive sputtering and annealing

Itoh Y.
Tsuboi N.＊

他

Jpn J Appl Phys, Part 1, 46 (1), 351-355 
(2007)

◎ Aggregation and disruption mechanisms of 
nanopart iculate aggregates . 1. Kinet ics of 
simultaneous aggregation and disruption

Seekkuarachchi I.N.
Kumazawa H.＊

Ind Eng Chem Res, 47 (7), 2391-2400 
(2008)

◎ Aggregation and disruption mechanisms of 
nanoparticulate aggregates. 2. Dispersion of 
aggregates using a motionless mixer

Seekkuarachchi I.N.
Kumazawa H.＊

Ind Eng Chem Res, 47 (7), 2401-2413 
(2008)

◎ High energy electron acceleration with PW-class 
laser system

Kimura K.
Takeda K. 
Kashihara M.
Mima K.
Nakanii N.＊

他

AIP Conf Proc, 1024, 215-222 (2008)

POFデータリンク用高信頼性赤色半導体レーザ 浅　野　英　樹
大　郷　　　毅
向　井　厚　史
向　山　明　博
早　川　利　郎

電子情報通信学会技術研究報告, 107 
(199) (LQE2007 30-56), 65-70 (2007) 

インターネットで体験する顔検出技術「顔ラボ」顔
検出技術のWebサービス化による技術公開の方法
と効果

寺　横　　　素 画像ラボ, 19 (7), 85-90 (2008) 

関連画像検索エンジン “TRIPIT” の開発 寺　横　　　素
大　橋　洋　介
沢　野　哲　也
羽　田　典　久

FujiFilm Res & Dev, No.53, 8-12 (2008) 

超高速JPEGコーデックの開発 浅　井　有　人
野　中　俊一郎
羽　田　典　久
TA THI Quynh Lien＊

FujiFilm Res & Dev, No.53, 13-17 (2008)

◎ A 90 nm LUT array for speed and y ie ld 
enhancement by uti l iz ing within-die delay 
variations

Kotani M.
Katsuki K.＊

他

IEICE Trans Electron, E90-C (4), 699-
707 (2007)
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◎ Highly reliable operation of 660nm laser diodes for 
POF data links

Mukai A.
Ohgoh T.
Asano H.
Hayakawa T.

Conf Proc - Lasers and Electro-Optics 
Soc Annual Meeting-LEOS, art. no. 
4054321, 589-590 (2007)

◎ Low-cost g igab i t PCF transce ivers us ing 
commercially available logic ICs for short-range 
optical networks

Ishizuka A.
Fujimoto N.＊

他

J Opt Netw, 7 (6), 585-602 (2008)

2007年6月1日施行『REACH規制』への対応，最
新動向  REACH対象化学物質の情報入手･発信に
かかわる考察−サプライチェーンの構造と産業界
としての対応−

山　口　　　潤 月刊Material Stage, 7 (8), 102-105 (2007)

生物学的排水処理のプロセスとその維持管理  化学
工業排水における生物処理プロセスとその維持管理

宮　崎　英　男
竹　内　正　美＊

他

環境技術, 37 (4), 268-273 (2008)

富士フイルム吉田南工場の燃料転換とコージェネ
レーション導入

菊　池　光　洋 クリーンエネルギー , 17 (9), 60-63 (2008)

拡張色空間とその標準化動向 卜　部　　　仁 カラーフォーラムJAPAN論文集, 2007, 
193-198 (2007)

固体高分子形（PEFC）燃料電池のMEA組成の最
適化研究 “地球温暖化に対応する燃料電池の効率的
開発への提言と学術研究支援の仕方”

園　田　泰　子
森　　　輝　雄＊

他

品質工学研究発表大会論文集, 16th, 126-
129 (2008)

「女ゴコロ」をつかむ商品開発 美しき日用品−女性
層をターゲットにしたFinePix Zシリーズのデザイン
開発

堀　切　和　久 技術情報協会研究開発リーダー , No.28, 
11-13 (2008)

強力で効率的な研究環境（Center of Excellence）
の体験−銀塩写真感光材料の基礎研究を通して−

谷　　　忠　昭 技術情報協会研究開発リーダー , No.31, 
33-38 (2008)
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改めてから 3 年目を迎える今年は，富士写真フイルム株式会社時代から続く Image & 
In f o rmat i on 分野に限らず，多くの新事業分野を対象とする研究開発活動の全容が俯瞰で
きるよう，多様な研究開発成果を選抜して 11 編の原著論文として掲載しました。
　一方，新製品や新技術を開発する過程で多くの基礎的な研究も行なわれました。その一
部は，科学技術の進歩に貢献すべく，巻末に掲げた印刷論文リストに示すような学会発表
や学術誌への投稿により公表していますが，本号にはそのうちの 12 編を転載しました。
　これらをご覧になることで，弊社の第二の創業における研究開発の活力を感じていた
だければ幸いです。

（編集委員長　稲垣　由夫）
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